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研究成果の概要（和文）：以下3項目の成果があった．(1) 会議記録に含まれる様々なイベントと音楽イベントの種類
の差異についての理論的検討を行った．タイムスパン木を形式化し計算モデルの構築に成功した．楽曲間の類似性を測
定することで，計算モデルの認知的リアリティを確認した．(2) ディスカッションマイニング用議論構造分析器へのマ
イルストーンとして，GTTM分析器の改良と拡張を進めポリフォニ対応を完了した．(3) 議論の意味構造を精度良く抽出
することを検証した．GTTMの考え方に沿ってルールを再構成し，マルチメディア会議記録のデータから議論タイムスパ
ン木を自動生成することに成功した．

研究成果の概要（英文）：There are the following three results. (1) We have theoretically investigated the 
difference between the events included in meeting records and musical events.  We have succeeded in formal
izing time-span trees and building a computational model.  (2) As a milestone toward a discussion structur
e analyzer for a discussion mining system, we have progressed to improve and enhance the GTTM analyzer to 
complete enabling to handle a polyphony.  (3) We have verified the developed method to efficiently extract
 the semantic structure of discussion.  We have reconfigurated the GTTM rules in the thinking way of GTTM,
 and we succeeded automatic generation of a discussion time-span tree from multimedia discussion records. 
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１．研究開始当初の背景 
当時申請者は，会議中の人間活動をマルチ
メディアコンテンツとして扱い，アノテー
ションによって意味構造化を施し，会議記
録の柔軟な再利用を可能にするディスカッ
ションマイニング技術を開発していた
[NKY04]．また申請者は，先行する科研費
[THH08]により，音楽理論 Generative Theory 
of Tonal Music (GTTM)を計算機上に実装し，
楽曲の分析結果を表現するタイムスパン木
の自動生成を達成していた[HHT07]． 
[NKY04] Katashi Nagao, Katsuhiko Kaji, Daisuke 
Yamamoto, and Hironori Tomobe: Discussion Mining: 
Annotation-Based Knowledge Discovery from Real 
World Activities, Proc. of Pacific-Rim Conference on 
Multimedia (PCM 2004), Tokyo, Japan, pp.522-531. 
[HHT07] Masatoshi Hamanaka, Keiji Hirata, and 
Satoshi Tojo: Implementing "A Generative Theory of 
Tonal Music", Journal of New Music Research, vol.35, 
no.4, pp.249-277 (2007). 
[HHT08] Masatoshi Hamanaka, Keiji Hirata, and 
Satoshi Tojo: Melody Morphing Method Based on 
GTTM, Proc. of ICMC 2008, ICMA, pp.155-158. 
 
２．研究の目的 
音楽だけではなく，ディスカッションマイニ
ングで扱うマルチメディア情報においても，
時間の進行とともに生じているイベントが
ゲシュタルトを生成する点に着目する．イベ
ントには例えば，発言（質問，回答，資料の
ある箇所の指示等），共有ホワイトボードに
何かを書く動作，スライドをめくる動作等が
ある．そこで，我々は本研究課題において以
下の点を明らかにすることを目指した： 
(1) GTTM の規則群をマルチメディア会議記
録の分析に適用し，得られたタイムスパン木
が会議の意味構造を正確かつ細粒度に表現
していること，(2) マルチメディア会議記録
に対して join, meet などの演算を適用して会
議記録の様々な再利用が実現できること． 
 
３．研究の方法 
取り組むべき研究課題は次の 4 つであった．
(a) 会議記録に含まれる様々なイベントと
音楽イベントの種類の差異が，タイムスパン
木や join, meet 演算にもたらす差異につい
ての理論的検討を行う．(b) GTTM 規則群全
34 個をディスカッションマイニング向けに
翻訳し，音楽用構文解析器を改造してディス
カッションマイニング用意味構造解析器を
作成する． (c)これまでのディスカッション
マイニング研究で蓄積されてきたマルチメ
ディア会議記録のデータに対して意味構造
解析器を適用し，議論の意味構造が精度良く
抽出されることを検証する．(d)類似議論過
程の検索，議事要約の作成，FAQ 集の生成・
改版等の再利用機能を join, meet などの演
算を用いて実現する．主として，H23～24 度
は (b)と(c)を相補的に実施し，H24～25度は
(c)と(d)を相補的に実施し(a)は H23～25 度

にかけて実施する予定であった． 
 
４．研究成果 
(a)タイムスパン木を形式化し計算モデルを
構築した[2][1]．楽曲間の類似性を測定する
ことで，計算モデルの認知的リアリティを確
認した． 

 
(b)ディスカッションマイニング用議論分析
器へのマイルストーンとして，GTTM分析器の
改良と拡張を進め，ポリフォニ対応を行った
[4]． 

 
(c)GTTM の考え方に沿ってルールを再構成し，
ディスカッションマイニングデータから議
論タイムスパン木を自動生成した[9]． 

形式化したタイムスパン木と各音の最大タイムスパン [1][7] 

提案した理論による楽曲間類似度と 
被験者実験による楽曲間類似度の比較 [3] 

ポリフォニ対応 GTTM 分析器の構成 [4] 

ポリフォニ対応 GTTM 分析器の GUI [4] 



(d)本課題については，議論構造エディタを
作成し手動で議事要約を作成する段階まで
しか到達できなかった[11]． 
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